
（多目的広場と合わせて）

★舗装やそ

マリンライフ砂浜ゾーン

漁港ゾーン

自然海浜ゾーン

入口

管理用通路の確保

漁具保管施設
○漁港計画を踏襲する。（事務局提案）
●現倉庫の倍程度の施設容量が必要。

具体的な計画を
つくる部分

考え方を示す部分

部会で
今後の検討する
内容

暫定駐車場

イメージ イメージ

イメージ

イメージ

イメージ

イメージ

暫定駐車場

●廃止して砂浜に復元する。
●飛砂対策を行う。
●南側は浜降祭が可能な状態とする。

●北側は海浜自然植生とする。
（浜降祭会場との面積バランスをとる）
●飛砂対策を十分行うこと。
●臨港道路に溜まる砂の撤去を行う。

既存施設
（お祭広場）
▲舗装や施設を撤去して砂浜にする。

既存護岸

●漁港内への越波対策のため必要。
●ピーク時３５０～４００台の容量を確保する。

（県営駐車場の利用状況データを確認）
●舗装仕様などについて提案が欲しい。
○基本的には有料を考えている。（海浜課）

●緑化ブロックや芝生植栽などを行いたい。

○多目的広場とする。（事務局提案）
●花火大会の桟敷席として使いたい。
●ピーク時の駐車場利用を行う。
●位置は南側が良い。
●芝生などの植栽を行いたい。
▲花火の時のバス転回所として利用する。

臨港道路

海へのアクセス道路

●漁港に一般車が入らない
ゲートが必要。

●３本の海へ向かう道は行き止まりとする。

●漁港内への車両誤流入を抑制する
ため、道路は必要最小限にする。
●漁港計画の東側道路は車両進入を
抑制したい。

サイクリング道路
○南側には緩衝緑地を整備する。
○漁港西側は砂防機能を優先する。
（事務局提案）

砂浜
▲侵食が進んで関係者は不安である。

海の家

駐車場
△移転する。移転先は未定。
（事務局提案）

○Ｂ・Ｃ地区との一体的利用を考える。
○それぞれの機能を補完する。
（事務局提案）

●漁港用だけでなく一般客も入れる。
（面積は増やさず管理面で対応する）

●県営西浜駐車場の運営時間・体制の
変更は本当に可能なのか？確認を要する。
●早朝営業は近隣対策で困難である。
●県営駐車場の利用統計を公開する。

★砂防対策アイデアの検討。
砂防ネット・砂防林・砂除け

★将来像の検討。

★舗装やその他施設の仕様検討。

★植栽仕様の検討。

★整備時期の考え方の検討。

★本格整備部分の面積配分の検討。
の他施設の仕様検討。

★利用管理・管理者についての検討。

★Ｂ・Ｃ地区公共用地、海水浴場、中海岸プール、
海岸利用者利便施設、それぞれの機能を補いなが
ら一体的な計画づくりを行う。

（暫定駐車場について早急に漁港背後に整
備するか？県営駐車場の運営体制の変更
が確定するまで現状を維持するか？）

の他施設の仕様検討。★舗装やそ

凡例　

高木

低木緑地（シャリンバイ・トベラ）

地被類緑地（砂草・芝生類）

砂地

ボードウォーク

サイクリング道路（地区内）

歩道

車道

案内板（サイン）

漁港施設区域

海浜活動支援施設・利便施設等

入口広場
自転車置き場・サイン・スロープ等

スロープ

スロープ

スロープ

スロープ

サイン

サイン

サイン

サイン

サイン

サイン

東側からＡ地区への車両進入の抑制措置

入口広場
自転車置き場・サイン・スロープ等

入口広場
自転車置き場・サイン・スロープ等

漁具保管倉庫 約１３００ｍ2

東西を結ぶ歩行者動線
ボードウォーク＋地被類緑化

サイクリング道路沿道の植栽ゾーン
Ａ地区への飛砂防護帯として（砂防柵＋シャリンバイ類＋黒松）

サイクリング道路沿道の植栽ゾーン
海浜植生群落として

漁港背後地＝駐車場整備
約２００台

漁港背後地 多目的広場として暫定利用

漁港背後地 多目的広場として暫定利用

駐車場

駐車場

暫定駐車場＝砂浜の再生
　　　　（海浜植生群落）

既存荷捌き場

プロムナード
（土系弾性舗装・周囲は砂草植栽）
歩行者＋管理用車両のみ通行可能

漁港ゲート

駐車場ゲート

境界塀
自然石積＋ツタ類緑化

■お祭り広場について
・補助金の関係などで当面は撤去が難しい。
（事務局）
・将来的に舗装や護岸の撤去を考える。
○方向性：
中長期的計画として最終報告事項したい。

■飛砂防止対策について
○方向性：
植栽や施設の飛砂対策は
整備と検証を繰り返して
完成させたい。
砂草砂丘は定期的なコン
トロールが必要となる。

■飛砂の撤去について
○方向性：
飛砂は完全にはなくならない。
迅速で負担の少ない除砂方法を考える。
（機械の導入など）

■園路について
・ボードウォークは腐る。
○方向性：
園路舗装の素材検討を行う。（次回）

■マリンライフ砂浜ゾーン（２～３ページ参照）
・関係者のヒアリング意見交換を行う。
・砂浜の減少などを踏まえ、分散型海の家を考えたい。
・通年型の利用を考えたい。
・自然への負荷を軽減するため、砂浜内の施設づくりは十分な検討が必要。
・砂浜内の施設は必要最小限で簡易なものとしたい。

■多目的広場と駐車場について
・舗装はしなくてよい。
・駐車場の中の松は砂の拠り所になる。
○方向性：
素材検討を行う。（次回）

■多目的広場と駐車場の周囲について
・周囲の石垣は砂の拠り所になる。
・砂を透過するフェンスの方がよい。
○方向性：
素材検討を行う。（次回）

■園路について
・ボードウォークはいらないと思う。
○方向性：
砂丘内に園路の整備は行わない。

■漁港ゾーンの動線について
・漁港東側の通路は危ないのでやめたい。
・東側防波堤に車が入れるように、
多目的広場に動線をつくる。
○方向性：
動線計画の見直し。

風と飛砂

入口の移動

砂止め

・この図の作成にあたっては、前回

までの検討を踏まえて具体的な内容

を盛り込んでいます。

・検討の中心としてゆきたい部分を

　　　　　　で示してあります。さ

らに　　で示した部分については関

連づけて検討する必要がある部分で

す。

・前回の議論を経て内容を修正しました。確認してください。 ⇒この枠の中が前回の議論のまとめです。
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